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あらまし  本稿では，IoTサービスをユーザ自身で開発し，そのサービス化（Things as a Service）を実現するプラ

ットフォームである「ThingVisor Factory」を紹介する．ThingVisor Factory では，GUI ベースのインターフェースを

介してデザインされた IoT サービスを，サービスファンクションチェイニングによってネットワーク内に効率的に

実現する機能を提供する．さらに，この IoT サービスを IP，ICN プロトコル間でも効率的に共有するために，相互

のプロトコルバインディングを行う IP/ICN Proxy の紹介を行うとともに，IP/ICN 間の Things共有アーキテクチャの

初期検討を行った． 
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Abstract  In this paper, we propose “ThingVisor Factory” platform to realize “Things as a Service,” and this platform 

provides users the functionalities of designing, creating, deploying and sharing their own IoT services. Since the platform 

adopts service function chaining technology to define the IoT service as a virtual IoT service (or Virtual Thing), the platform 

can efficiently manage network and computing resources. In addition, to share the Virtual Things over different communication 

protocols, such as IP and Information Centric Networking, we propose IP and ICN-based Things Sharing Architecture that 

gives a functionality of IP and ICN protocol binding. 
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1. はじめに  

近年， Internet of Things (IoT)の普及により， IoT の

ビジネス化，サービス化について，広く取り組まれて

いる．特に，IoT サービスの多様化に伴い，IoT サービ

スが生み出すデータ（ロウデータや知見）の共有の重

要性が高まっている．その背景を受けて，異分野サー

ビス間で効率的なデータ共有を可能とする IoT プラッ

トフォーム技術について注目を浴びており，標準化や

実用化が進められている．  

IoT プラットフォームの機能として，主に IoT デバ

イスの生成するデータの収集，蓄積，共有を担ってお

り，データ収集，蓄積については， IoT ブローカー技

術が，データ共有については， IoT ディスカバリ技術

がそれぞれ位置付けられる．このブローカーとディス

カバリを通して，様々なサービスを横断的に連携する

ことを可能にしている．  

現状， IoT プラットフォームは，様々なプラットフ

ォーマーや標準化団体によって開発が進んでいるが，

必ずしも水平統合型のアプローチで進んでいるとは言

えない．プラットフォーマーにとっては， IoT デバイ

スからアプリケーションまで垂直統合することで，サ

ービスプロバイダーやユーザを抱き込むことができる

ため都合がよく，サイロ化が進められている一方で，
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異なる IoT プラットフォーム間で相互運用することは

想定されていない [1]．  

この主な要因として， [2]で報告したように， IoT プ

ラットフォーム技術においてデータ収集，蓄積を担う

IoT ブローカーでは，各プラットフォームにおいて固

有のデータフォーマットを定義しており，このフォー

マットに従い，デバイス管理，セッション管理，デー

タ管理を行っている．そのため，データフォーマット

が固有化されていることから，異なる IoT プラットフ

ォーム間で， IoT ブローカーを介したデータ共有や連

携は困難と言える．  

このような背景の中，多様なアプリケーション領域

の集合体であるスマートシティでは，アプリケーショ

ン技術，IoT プラットフォーム技術，IoT デバイスの相

互運用，連携が重要視されており， IoT プラットフォ

ームを横断した相互運用技術やその基盤が求められて

いる．  

そこで，サイロ化された IoT プラットフォームに対

して拡張性と相互運用性を実現させることを目的に，

筆者らは，総務省の日欧国際共同研究として，「スマー

トシティアプリケーションに拡張性と相互運用性をも

たらす仮想 IoT・クラウド連携基盤（Fed4IoT）」の研

究開発 [2, 3, 4]を進めている．本 Fed4IoT では，サイロ

化された IoT プラットフォームが抱き込む IoT デバイ

ス領域，IoT ブローカー領域，IoT アプリケーション領

域を仮想的に切り離し，異なる IoT プラットフォーム

をまたいで，相互に連携を可能とする仮想 IoT システ

ム [3]を提案している．その要素技術として，Things as 

a Service を実現する「 IoT デバイス仮想化技術」，（仮

想） IoT デバイスが生み出す“Things”をデバイスが

持つセマンティック（メタ情報）を保持したまま共有

する「情報共有サービス」が挙げられる．  

 筆者らは，これら要素技術に関連して，これまで IP，

Pub/Sub ベース，情報指向型ネットワーク（ Information 

Centric Networking (ICN)）ベースのサービスファンク

ションチェイニングに基づく Things as a Service の提

案を行ってきている [4, 5, 6]．本稿では，これらの先行

研究を踏まえ，サービスファンクションチェイニング

を利用した Things as a Service を実現するプラットフ

ォームである「ThingVisor Factory」を検討する．さら

に，ThingVisor Factory を通して実現される IoT サービ

スに対して，IP および ICN プロトコルで提供されたこ

とを想定し，異種プロトコル間でも効率的にサービス

共有を実現する IP/ICN Proxy の検討，また，  IP/ICN

間の Things 共有アーキテクチャの初期検討を行う．  

 

2. 関連研究  

2.1. IoT プラットフォーム 

まず，Fed4IoT が想定している IoT プラットフォー

ムである oneM2M[7, 8]と FIWARE[9]について，以下に，

それぞれ概説する．  

2.1.1. oneM2M 

oneM2M[7, 8]は，水平統合型の IoT プラットフォー

ムの標準化の一つで，主に，ETSI, ARIB, TTC が協力

している．oneM2M では，共通アーキテクチャと通信

方式の二つを標準化している．アーキテクチャは，非

常に単純化されており，アプリケーションを表す

Application Entity（AE）と共通のサービス機能群を表

す Common Service Entity（CSE）がそれぞれ通信を行

うモデルとなっている．特に，AE 同士が繋がること

はなく，必ず通信には CSE を介するよう規定されてお

り，CSE がアプリケーションの管理，デバイスの管理，

セッションの管理等の機能を担う．これらの機能（デ

ータモデル）は，リソースとして定義されており，こ

のリソース操作のための REST APIが提供されている．

通信方式として，HTTP の他に，CoAP や MQTT が想

定されている．また，リソースは木構造の階層構造で

定義されており，XML や JSON で記述されている．

oneM2M のオープンソース実装として，OpenMTC [10]，

OM2M[11]が挙げられる．   

2.1.2. FIWARE 

FIWARE[9]は，NEC をはじめ多くの欧州の大手企業

によって開発されている IoT プラットフォームの一つ

である．FIWARE では，アプリケーション領域の横断

型のデータ利活用を目的に，各アプリケーション領域

が生成するデータは， IoT ブローカー（コンテキスト

ブローカー）を介してデータの流通を行い， IoT ディ

スカバリによって，デバイス，セッション，データの

管理等を行う．アプリケーションと IoT ブローカー間

は，NGSI-10 と呼ばれるプロトコルによって定義され

ており， IoT ブローカーと IoT ディスカバリ間は，

NGSI-9 と呼ばれるプロトコルによって定義されてい

る．また FIWARE では，FIWARE 内に流れるデータに

ついて，そのデータモデルの標準化を行っており，こ

の標準化されたデータモデルと共通プロトコルによっ

て高度なデータ検索を可能としている．各 NGSI プロ

トコルは，REST によって API が定義されており，そ

の通信には主に HTTP が利用されている．FIWARE の

オープンソース実装として，Orion Context Broker[12]

が挙げられる．  

 

2.2. サービスファンクションチェイニング 

これまで非常に多くのサービスファンクションチ

ェイニングの研究はなされており，ここではその関連  
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図 1. Things as a Service を実現する ThingVisor Factory の概要図．  

 

技術についてまとめる．  

サービスファンクションチェイニング（ Service 

Function Chaining（SFC））は，ネットワーク仮想化技

術（Software Defined Network（SDN））の一つとされ，

類似 技術 と して ， ネッ トワ ーク 機 能仮 想 化技 術

（Network Function Virtualization（NFV））が挙げられ

る．SFC や NFV は，ネットワークのサーバ上にソフト

ウェアで（ネットワーク）サービスを実現する技術で，

SFC は，この仮想化された NFV をサーバ内，サーバ間

でネットワークを介して連結していきサービスを実現

する技術である．近年では， [13]で解説しているよう

に，エッジコンピューティングとも絡め，NFV のエッ

ジ・クラウドへの最適配備問題 [4]や割当リソース量を

最適化する最適割当問題 [14]，最適リソーススケーリ

ング技術 [15]などが非常に盛んに行われている．この

アルゴリズムとして，近年急速に発展している深層学

習ベースの手法 [16]も登場してきている．  

SFC を実現するうえで，これら NFV をネットワーク

内で結合する際のプロトコルについても重要である．

現在， IP 通信を利用するものは，パケット内に NFV

を識別するための Network Service Header (NSH)タグを

付与することで，そのタグを持つルータへ転送する方

式が検討されており，IETF RFC7665[17]にて SFC のア

ーキテクチャを , IETF RFC8300[18]にて NSH タグがそ

れぞれ標準化されている．  

これに対して，IP アドレスと NSH タグの代わりに，

名前を利用して SFCのルーティングを解決する情報指

向型ネットワーク (ICN/CCN/NDN)[19]に基づく SFC も

多 く 検 討 さ れ て い る ． 代 表 的 な も の と し て ，

Function-Centric Service Chaining (FCSC) [20]や Named 

Function Networking (NFN) [21]が挙げられる．いずれ

も ICN に基づく Interest パケットに SFC におけるサー

ビスファンクションの実行順を定義し，名前ベースで

ルーティングを解決している． [20]の提案の延長とし

て [22, 23]にてプロトタイプ実装が検討されており，ま

た，[20]の類似研究として ICN-FC [24]などが挙げられ

る．また，[25]にて ICN ベースの NFV のプロトタイプ

実装を行っている．  

これらの先行研究を踏まえ，筆者らも Pub/Sub メッ

セージモデルに基づく Topic ベースのサービスファン

クションチェイニング [2]や ICN ベースのサービスフ

ァンクションチェイニング [6]を提案している．特に，

[2]では，本来 ICN のリクエストレスポンス型ではなく，

IP ベースの Push 型をベースに Pub/Sub のトピックを

活用することで，ルーティングを解決し，また，効率

的にサービスファンクションが生み出すデータやサー

ビスファンクションそのものの共有を実現している．

[6]では， ICN-FC をベースに， ICN のオープンソース

実装の一つである Named Data Networking[26]が提供す

るライブラリ群である ndn-cxx, Named Forward Demon

をカスタマイズし，そのプロトタイプ実装を行ってい

る．本稿では，これら ICN-SFC に基づく Things as a 

Service を実現するプラットフォームである ThingVisor 

Factory を紹介するとともに， IP と ICN を橋渡しする  
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図 3. IP と ICN のプロトコルマッピングを実現する IP/ICN Proxy の概要図．  

 

「 IP/ICN Proxy」を介した情報共有アーキテクチャの

提案を行う．  

 

 

図 2. Service Designer の GUI イメージ図．  

 

3. Things as a Service を実現する ThingVisor 

Factory 

IoT サービスが普及している中，IoT サービスをユー

ザ自身でデザインする要求が増えている．パブリック

にされている IoT デバイス（あるいはオープンデータ）

から，自身の“Things”をデザインしサービスする仕組

みとして，ThingVisor Factory を提案する．ThingVisor 

Factory の概要図を図 1 に示す．図 1 に示すように，IoT

サービス開発者は，Service Designer（図 2）を通して，

自分自身の IoT サービスを開発する，Service Designer

のインターフェースは，NodeRED[27]に代表される

GUI ベースのデータフロープログラミングに従ってサ

ービスの開発を行う．図 2 に示すように， IoT サービ

ス開発として，利用可能な Things (IoT データやオープ

ンデータ )を選択し，それに対して，キャンバスにてド

ラッグアンドドラップで IoT サービスを「デザイン」

していくことを想定している．各ファンクションを矢

印で「チェイン」させていくことで， IoT サービスの

実現を可能とする．このように，開発した IoT サービ

スは，あくまで論理的なサービスの結合しか示してお

らず，Service Image Factory にて，サービスファンクシ

ョンのコンテナイメージを作成する（ここでは Docker

イメージを想定）．同時に，関連研究で述べたように，

各サービスファンクションをネットワーク上に展開す

るにあたり、その配備プランやリソース割当を実施す

る必要がある．これについては，各サービスファンク

ションが持つ機能要件に従い，(ICN-)SFC Controller に

よってその最適配備プランおよびネットワークのルー

ティングを解決する．これらのステップを踏み，最終

的に，ネットワーク内にサービスのイメージを展開し，

SFC によって，自分自身の IoT サービス（Things）を

仮想的に実現する．このような仮想 IoT サービス

（Virtual Thing（vThing））やそのコンポーネントであ

るサービスファンクションを他のユーザと共有するこ

とで，Things as a Service を実現する．この共有の際に，

ユーザ属性によって公開範囲を制御することを想定す

る．  

 

4. IP/ICN 間の Things 共有アーキテクチャ  

先に述べた ThingVisor Factory において，仮想 IoT
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サービス（vThing）を生成するためのサービスファン

クションチェイニングの通信プロトコルとして，関連

研究で述べたように，IP ベースと ICN ベースが考えら

れる．通信プロトコルの選択制は，あくまで IoT サー

ビス開発者に委ねる，あるいは，システムで自動的に

決定した場合， IP ベースの vThing と ICN ベースの

vThing の共有は必須と言える． IP ベースの場合は，

vThing の流通は， IoT ブローカーや REST サーバを介

して行われ， ICN ベースの場合は，vThing の流通は，

主に ICN ルータのキャッシュ（Content Store）を介し

て行われることとなる．これらの間でデータ共有を行

うためには，相互のプロトコル変換が必要となる．こ

の機能を提供するノード（あるいは機能そのもの）を

IP/ICN Proxy と定義し， IP/ICN Proxy によってプロト

コルバインディングを行う．その概要図を図 3 に示す．

例えば，IP 側が REST API で提供されている場合，REST 

API と ICN Interest メッセージとのマッピング，また，

IP 側が Pub/Sub ベースの Topic 名で提供されている場

合，Topic 名と ICN Interest 名とのマッピングを提供す

ることで，それぞれのプロトコル変換が可能となる．

ただし，このマッピングにおいて，お互いの命名規則

が明確に定義されていることを前提とする．  

さらに， IP/ICN Proxy が分散配備されている場合，

IP 側にとっては，要求メッセージに対して，どの

IP/ICN Proxy へリクエストを送信すればよいか，その

エンドポイント（アクセス先）を知る必要がある．こ

れについては，FIWARE 等で検討されているように，

エンドポイントを Thing Discovery ノードによって管

理することを想定している（図 4）．ただし，ICN 側か

ら提供する IoT データ（vThing）全てを Thing Discovery

ノードで登録すると，大量のデータを管理する必要が

あるため，例えば，ICN の名前スキーム（あるいは FIB

情報）に基づく効率的かつ自律的なデータの分散管理

スキームが必須であると言える．  

 

図 4. Thing Discovery による IP/ICN Proxy 探索の例．  

 

5. まとめと今後の予定  

本稿では， IoT サービスをユーザ自身で開発し，そ

れをサービス化（Things as a Service）を実現するプラ

ットフォームである「ThingVisor Factory」を紹介した．

ThingVisor Factory では，GUI ベースのインターフェー

スを介してデザインされた IoT サービスを，サービス

ファンクションチェイニングによってネットワーク内

に効率的に実現する機能を提供する．さらに，この IoT

サービスを IP，ICN プロトコル間でも効率的に共有す

るために，相互のプロトコルバインディングを行う

IP/ICN Proxy の紹介を行うとともに， IP/ICN 間のデー

タ共有アーキテクチャの初期検討を行った．  

 今後は，プロトコルバインディングのスキームを具

体化し，また，効率的かつ自律的なデータの分散管理

スキームを検討する．さらに，ThingVisor Factory のプ

ロ ト タ イ プ 実 装 を 進 め る と と も に ， FIWARE や

oneM2M といった実際の IoT プラットフォームとの連

携を検討していく予定である．  
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